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研究成果の概要（和文）： 
言語地理学は，本来，方言のような言語に関する情報と言語の外にある様々な情報を，

地理空間を介して比較し，そのことにより言語に投影される人間文化の諸側面にアプロー
チすることを通して，人間の本質に迫ろうとするものである。この目的を達成するのに地
理情報システムは格好のツールであり，これを言語地理学に導入することで，言語史の解
明に偏っていた言語地理学を本来の方向に舵取りしなおすことができた。 
研究成果の概要（英文）： 

The purpose of geolinguistics was to approach to human culture with comparing 
linguistic data like dialects to outer linguistic data through geographic space. 

Since geographical information systems are best tools for the goal of geolinguistics, 
using GIS has changed the trend of geolinguistics to primary direction. 
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１．研究開始当初の背景 
 従来の言語地理学では，言語情報のみを対
象に分布を分析しようとしてきた。他の地理
情報と重ね合わせることの必要性は認識さ
れていたものの，作業の繁雑さから，実際に
はなかなか実施されて来なかった。そのよう
な作業上の困難から言語中心の分析に止ま
り，分布領域間の配列関係のみを焦点化した

相対的歴史研究にとどまるきらいがあった。
GIS をベースにするなら，位置的配列のみの
狭いモデルの世界を脱し，様々な地理情報と
の関わりの中で方言分布を扱う世界に大き
く羽ばたくことができる。 
 
２．研究の目的 
 方 言 情 報 を 地 理 情 報 シ ス テ ム

研究種目：基盤研究(B) 

研究期間：2006～2009 

課題番号：18320074 

研究課題名（和文） 地理情報システムに基づく言語地理学の再構築 

  

研究課題名（英文） Reconstruction of Geolinguistics based on Geographical Information 

Systems 

研究代表者 

大西 拓一郎 （ONISHI TAKUICHIRO） 

  大学共同利用機関法人人間文化研究機構 国立国語研究所・時空間変異研究系・教授 

 研究者番号：30213797 



 

 

(Geographical Information System：以下で
は GIS)に組み込むことにより，諸種の地理情
報と方言分布を総合的に分析する方法を構
築し，言語地理学を新たな方向に展開させる
ことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 手法として，言語研究の世界ではほとんど
取り扱われたことがないツール GISを導入す
ることが大きいことから，GIS に関する十分
な知識を持った地理学者と共同で研究を進
めるとともに，直接的に扱える方言分布デー
タをメンバーで収集かつ共有し，研究打ち合
わせを密に行いながら，知識の共有化をはか
り，積極的な学会発表・論文作成を進めた。 
(1)研究打ち合わせ 
 a. GIS に関する基礎知識ならびに具体的
分析方法の確認，b. GIS を利用する上での問
題点の洗い出しと対策を討議した。 
(2)方言データの作成・収集 
 a. 方言データの地理情報化，b. 新規方言
データの調査・収集を実施した。 
(3)言語外地理情報の獲得 
 言語外地理情報の整理と収集を行った。 
(4)測地系の統一 
 地理座標フォーマットを世界測地系に統
一した。 
(5)分析 
 方言地理情報と言語外地理情報(主に人口，
交通，標高，水系データ)とのオーバーレイ(重
ね合わせ)を中心に分析を進め，傾向面分析の
利用方法の検討を行った。 
(6)成果報告 
 国内外の学会・各種研究会・研究集会・シ
ンポジウム等で分析結果を報告し，GIS を基
盤とした言語地理学の有効性をアピールし
た。 
(7)知見の共有化 
 得られた知見を共有化するために，a. 代
表・分担者間のMLを継続活用するとともに，
b. GIS 利用上のマニュアル作成を行った。 
 
４．研究成果 
 GIS に関する基本的な知識を獲得するとと
もに GISでの分析に耐える方言分布データの
取得も進んだ。学界においても GIS の活用が
理解されて来つつある。 
 当初は，既存の言語内外の地理情報をベー
スに分析を進めることを計画していた。しか
し，研究打ち合わせを通す中で，それだけで
は研究目的を達成するためには不十分であ
ることが明らかになり，研究期間２年目から
独自の情報構築を開始した。具体的には，富
山県西部の人的交流形成に大きく寄与して
いる庄川の近隣地域を対象に臨地調査を実
施し，同水系流域の 100 地点以上の集落から
詳細な情報が収集できた。このデータを共同

研究内で共有化することで，研究目的と研究
素材の繋がりを密にするとともに，相互批評
を通した研究の質を高めることができるよ
うになった。 
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